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別記

ホルムアルデヒドの試験において、繊維製品からある種の加工剤（ロート油、カリ石け

ん等）が溶出した場合には濁りを生じることがあるが、当該濁りは溶液のｐＨによって度

合が変わり、アセチルアセトン試液を用いた吸光度Ａの測定における濁りの影響が、精製

水を用いた吸光度Ａ の測定における濁りの影響より大きく出るので吸光度Ａ の測定にお０ ０

いてこれを補正する必要があることから、この場合の吸光度Ａ の測定は次によるものと０

する。

、 、試験溶液 を正確に採り 酢酸－酢酸アンモニウム緩衝液 を加えて振り混ぜ5.0ml 5.0ml
４０℃の水浴中で３０分間加温し３０分間放置したのち、精製水を対照として、吸光度Ａ

（又はＡ ）を測定した場合と同じ波長における吸光度Ａ を測定する。ｓ ０

酢酸－酢酸アンモニウム緩衝液

（ ） 、酢酸アンモニウム 日本工業規格試薬特級 １５０ｇに適量の精製水を加えて溶かし

氷酢酸（日本工業規格試薬特級）３ｍｌを加え更に精製水を加えて１，０００ｍｌとし

たものを用いる。


